
14:00 ～ 16:00 終了後～異分野交流カフェ（16:10～17:00）

研究成果の社会還元促進に
関する発表会

＋異分野交流カフェ

2025/ 2/10（月）

第9回 武庫川女子大学 （2024年度）

武庫川女子大学における多様な分野の研究成果をお聞きいただける
機会を設けました。
発表ごとに質疑応答時間も設定しております。
お気軽にご参加ください。
発表会終了後、異分野交流カフェ（女性活躍総合研究所主催）を
開催します。異分野の研究者と新しい研究のタネを探してください。

※代表者氏名50音順
発表順（タイムスケジュール）など詳細は社会連携推進センターホームページ等にて公開します

会場：武庫川女子大学中央キャンパス 公江記念館 地下１階 大講義室 KM-B109
（発表会はZoomによる参加も可 異分野交流カフェは対面参加のみ）

1
 社会連携推進センター

 特任教授　大坪　明
コロナ明け直後の武庫川団地住民の社会的孤立に関する考察
－LSNS-6指標に基づくアンケート調査の分析－

2
 生活環境学科

 教授　澤渡　千枝
バクテリアセルロースの物性改良による生活素材化の提案

3
 日本語日本文学科

 准教授　設樂　馨
子ども食堂の交流拠点機能
－漢字・食育融合教材の開発と実践による教育効果の評価－

4
 英語グローバル学科

 教授　田中　真由美
CLILを活用した工学系英語教育に関する研究成果の社会還元
－SSH指定校での実践－

5
 研究推進センター

 研究員(名誉教授)　辻　和成
組織の英語ニーズに基づくビジネス英語教材の開発と実践例
－国際実務に対応した企業向けおよび大学生向け英語教材制作の背景と意義－

6
 経営学科

 助教　藤井　善仁
地域の復興プロセスにおけるジェンダー・ギャップの実態調査
－令和6年能登半島地震被災地の調査結果から－

7
 看護学科

 教授　藤田　優一
こどもの入院時の付き添いに関する実態調査
－母親の入院満足度との関連要因－

8
 薬学科

 講師　堀山　志朱代
アルド・ケト還元酵素標的治療薬の迅速かつ確実なスクリーニング開発
－抗癌剤のターゲットとなるアルド・ケト還元酵素の阻害効果を基質と質量分析で評価する－

9
 英語グローバル学科

 准教授　三宅　弘晃
ビジネス英語教育モデルの構築―自学自習の実態と方法の検討―
－学習者の効果的な英語習得のための自学自習の意義と方法の検証および考察－

10
 英語グローバル学科

 准教授　三宅　弘晃
関西の女子大学2024年度シラバスに見られるHIV/AIDS教育の現状
－第38回日本エイズ学会でのディスカッションを通じて得られた知見を加えて－

タ イ ト ル代 表 者
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